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機能の概要
一般的な発見事項およびエンゲージメントに関連する発見事項を作成する機能 (ARI-
16846)
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Supplier Risk 内での発見事項の作成

説明

▪ この機能により、SAP Ariba 

Supplier Risk で発見事項を作成す
る機能が導入されます。一般的な発
見事項、またはエンゲージメント、コ
ントロール、またはサービスに固有
の発見事項を作成することができま
す。また、組織内で、さらには外部
当事者とコラボレーションを行うこと
もできます。これは、現在の取引相
手の問題管理ではできなかったこと
です。

メリット

▪ 組織内または第三者に関係なく、す
べての関与当事者間で、効率的かつ
シームレスなデジタルコラボレーショ
ンを 1 つのプラットフォームで行うこと
により、アクセスコントロールと確かな
監査証跡を提供しつつ、発見事項に
迅速に対応することができます。

ユーザー

▪ バイヤー

イネーブルメントモデル

▪ お客様が設定

対象ソリューション:

▪ SAP Ariba Supplier Risk
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前提条件、制限事項、注意事項

前提条件

▪ SAP Ariba Supplier Risk だけでなく、サイトに SAP Cloud Identity Services - Identity Authentication および [発見事項およびイ
ベントコラボレーション] 機能が含まれていることを確認します。

▪ エンゲージメント内からの発見事項の作成を計画している場合: コントロールに基づくエンゲージメントリスクアセスメントプロジェクト
を使用できるようにサイトが設定されていることを確認してください。

制限事項

▪ 2211 リリースでは、[発見事項およびイベントコラボレーション (FEC)] は、EU のデータセンターでホストされる顧客のみが使用でき
ます。ほかの顧客はすべて、ホストされているサイトで FEC が使用可能になるまで、引き続き問題管理を使用することになります。

▪ 問題と発見事項の目的は、類似していますが、まったく同じではありません。発見事項には、独自の機能およびワークフローがあり
ます。発見事項機能を有効化すると、問題に関連する機能が以下のいずれかの方法で処理されます。

1. 一部のエンゲージメント機能では、問題と発見事項の両方を考慮することができます (両方とも存在する場合)。
▪ エンゲージメントページには、エンゲージメントに関連する問題が一覧表示されたテーブルが含まれます。発見事項機能を
有効化すると、そのテーブルに問題のタブと発見事項のタブが表示されます。

2. ほかの機能は、問題に固有であり、発見事項には適用されません。
▪ パラメータ [問題プロジェクトの表示を役割別に制限する] 

(Application.SR.IssueManagement.IssueVisibilityFilterByRole) は、発見事項ではなく、問題にのみ適用されます。
▪ 選択したサプライヤに関連付けられた連絡先は、サプライヤが作成され、外部チームメンバとして追加できるようになった時点で発
見事項に追加されます。作成後、発見事項でこの連絡先の一覧を更新する方法はありません。

▪ 活用する業界の最良事例 ([影響]、[予想される影響]、[予想される可能性] フィールドの値など) は、SAP Ariba によって事前定義さ
れており、設定することはできません。
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1. バイヤー/発見事項の作成者は、新し
い発見事項を作成することができます。

2. イニシアチブを簡単に説明し、関連ド
キュメントを添付します。

3. 適切なリスクの優先順位付けが行わ
れるように、リスクの影響および可能
性が評価されます。

4. 対応するエンゲージメント申請から主
要メタデータが自動的に取得されます。

5. 提出すると、発見事項が「検証」段階
に移行します。

発見事項の作成

1

2

3

4
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1. 発見事項の検証者が発見事項を確認
します。

2. 説明の検証、期限の割り当て、および
発見事項テキストの検証を行うことが
できます。

3. 次に、中間手順として該当する対応調
整者を割り当てるか、(内部および外
部の) 分析チームメンバを直接割り当
てます。

4. 最後に、期限を割り当てると、発見事
項が「分析中」段階に移行します。

発見事項の検証

1
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1. 分析担当者、検証者、または外部
ユーザーが発見事項に対して積極的
にコラボレーションを行います。

2. これにより、さまざまな当事者が意見
を交換して、必要な対策および実施
の進行状況を調整することができま
す。

3. 同じプロセスを通じて発見事項の対
応計画のようなドキュメントを交換す
ることができます。その一方で、監査
証跡が記録されます。

4. 最後に、確認者が割り当てられます。

発見事項の分析および実行
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1. 確認者は、発見事項の結果を確認す
ることができます。

2. 対策の有効性を慎重に確認してリス
クに対処した後、発見事項を終了し
て、将来のサプライヤリスクスコアを
調整することができます。

3. 最後に、発見事項を回答の確認/承
認に移行するか、直接完了すること
ができます。

発見事項の確認および承認

1

2

3
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ユーザーの事例

▪ 発見事項の作成
▪ バイヤー: 発見事項を作成し、エンゲージメント申請に関連する固有のサプライヤリスクに対して、それぞれのリスク分析担
当者およびサプライヤとコラボレーションを行います。

▪ 発見事項の検証
▪ 検証者: 実際のコラボレーションが開始される前に、発見事項を確認および承認します。

▪ 発見事項の分析および実行
▪ リスク分析担当者: リスクに対処するための必要な対策を提案し、サプライヤおよび後続のすべての関連コミュニケーション

(後続のドキュメント交換を含む) との調整を行います。

▪ 発見事項の確認および承認
▪ リスクマネージャ/確認者: イニチアチブの完了後、実施した対策の有効性を検証し、発見事項が終了します。その後、サプ
ライヤリスクスコアが自動的に更新されます。
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